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28）�井上　誠：摂食・嚥下機能訓練法の実際．文部科学
省委託事業社会人の学び直しニーズ対応教育推進プ
ログラム，新潟，2009 年９月 13 日．

29）�伊藤加代子：高齢者，要介護者のお口の健康のため
に．下越地区口腔ケア研修会，村上，2009 年９月
３日．

30）�井上　誠：摂食嚥下障害に対する病院のアプローチ．
木戸病院 NST 勉強会，新潟，2009 年７月 17 日．

31）�井上　誠：摂食 ･ 嚥下リハビリテーションの実践と
評価．国立病院機構新潟病院勉強会，柏崎，2009
年７月 17 日．

32）�伊藤加代子：介護予防のための口腔機能の向上入門
講座．新潟大学歯学部公開講座，新潟，2009 年７
月 14 日．

33）�井上　誠：摂食・嚥下障害患者への臨床的アプロー
チと食品との関わり．FOOMA JAPAN 2009，東京，
2009 年６月９-12 日．

34）�井上　誠：未来に向けた摂食・嚥下障害の臨床．昭
和大学歯学部研究生ミーティング，東京，2010 年
３月 11 日．

35）�井上　誠：舌ケアについて．BSN ニュース，2009
年５月 18 日．

36）�井上　誠：口臭を防ごう．新潟日報，2009 年５月
６日．

37）�井上　誠：万物流転．新潟大学歯学部同窓会誌，
3-5 頁，2009．

38）�井上　誠：お口のトラブルバスターズ，近藤丈靖の
独占ごきげんアワー，BSN ラジオ．

39）�伊藤加代子：新しい口腔機能測定器を用いたオーラ

Promotion of Multi-disciplinary Research Projects 
"Translational Research Network on Orofacial 
Neurological Disorders（TRON projects）"，東京，
2010 年 2 月 20 日．

６）�辻村恭憲：口腔顔面領域の侵害刺激による嚥下反射
抑制に対する孤束核侵害受容ニューロンの関与．
The Promotion of Multi-disciplinary Research 
Projects "Translational Research Network on 
Orofac ia l  Neuro log ica l  Disorders（TRON 
projects）"，東京，2010 年２月 20 日．

７）�井上　誠：歯科医が行うべき嚥下障害の臨床．新潟
大学歯学部同窓会セミナー，新潟，2010 年２月 7 日．

８）�伊藤加代子：新潟市での口腔機能向上事業の紹介～
口腔乾燥症との関連～．平成 21 年老人保健健康増
進等事業，小出，2010 年１月 31 日 .

９）�井上　誠：介護食開発に向けた基礎・臨床研究．味
の素と新潟大学地域連携フードサイエンスセンター
との交流会，新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」，
新潟，2010 年１月 23 日．

10）�谷口裕重：摂食・嚥下機能の向上・維持を目指して．
新潟県コロニー白岩の里講演会，長岡，2009 年 12
月 18 日．

11）�梶井友佳：口腔ケアで美味しく元気に．ウィルアシ
スト福祉展示場セミナー，燕，2009 年 12 月 18 日．

12）�井上　誠：つきたてに変身！パックもちで至福の正
月を．NHK ためしてガッテン，2009 年 12 月 16 日．

13）�伊藤加代子：口腔ケアの実際．摂食・嚥下リハビリ
テーションセミナー，日本摂食・嚥下リハビリテー
ション学会公認セミナー，新潟，2009 年 12 月 12 日 .

14）�谷口裕重：嚥下内視鏡．日本摂食・嚥下リハビリテー
ション学会公認セミナー，新潟，2009 年 12 月 12 日．

15）�伊藤加代子：今日から使える摂食・嚥下リハビリテー
ション．新潟県福祉栄養士協議会研修会，新潟，
2009 年 11 月 28 日．

16）�梶井友佳：自分の歯で食べ続けるために大切なこと．
妙高市学校保健講演会，妙高，2009 年 11 月 27 日．

17）�井上　誠：介護食とその臨床特集，新潟日報，2009
年 11 月 14 日．

18）�梶井友佳：摂食・嚥下障害．新潟県立月ヶ岡養護学
校保健研修会，月ヶ岡，2009 年 11 月 11 日．

19）�井上　誠：摂食・嚥下障害に対する臨床的アプロー
チの未来．山梨県食品技術研究会技術講演会，山梨，
2009 年 11 月９日．

20）�井上　誠：おじゃましまーす！専門外来．新潟日報，
2009 年 10 月 19 日，11 月 2 日．

21）�井上　誠：病院から在宅までの摂食・嚥下リハビリ
テーション．福島県作業療法士会医療保険部身体障
害領域研修会，福島，2009 年 11 月１日．
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278，2009.
７）�村松芳幸，村松公美子，田中　裕，他：身体疾患と

気分障害，心身医学，49（9），971-978，2009.
８）�村松公美子，村松芳幸，田中　裕，他： プライマリー・

ケアにおける気分障害の認識と診断について，心身
医学，49（9），961-969，2009.

【研究費獲得】
１）�瀬尾憲司：基盤研究（B），平成 20 ～ 22 年度，課

題番号 20390511，研究代表者 瀬尾憲司，（13,500 千
円）GABAA 受容体は本当に痛覚伝達を抑制させ
るか？

２）�弦巻立：下歯槽神経における神経因性疼痛に関する
セロトニン受容体の解明 . 課題番号 20791502，平成
20-22 年度日本学術振興会科学研究費補助金 , 若手

（B）,2,340 千円 .

【講演・シンポジウム】
１）�瀬尾憲司：歯科における神経との付き合い方，医療

法人長岡歯科勉強会，長岡市，平成 21 年６月 11 日 .
２）�瀬尾憲司：文部科学省委託事業　社会人の学び直し

ニーズ対応教育促進プログラム「潜在的歯科衛生士
の再就職促進のための教育・研修・スキルアッププ
ログラム」－歯科医院における偶発症の予防と対処
法，歯科医院における救急蘇生法－，明倫短期大学，
新潟市，平成 21 年６月 21 日 .

３）�瀬尾憲司：第 39 回日本口腔インプラント学会　歯
科麻酔学会のシンポジウム，神経障害のメカニズム
に応じた治療法の確立，大阪市，平成21年９月26日 .

【学会発表】
１）�K. Seo, N. Fujiwara, T. Maeda, T. Kanematsu, M. 

Hirata, Nociceptive transmission in the trigeminal 
subnucleus caudalis of PRIP-1, PRIP-2 double 
knockout mice. Annual meeting of society for 
neuroscience, in Chicago, Oct, 18th, 2009

２）�田中　裕，村松芳幸，真島一郎，片桐敦子，藤村健
夫，清水夏恵，斉藤　功，吉嶺文俊，村松公美子，
下条文武，櫻井浩治，染矢源治：歯科治療恐怖症の
病態に対する心理的因子の傾向についての検討，第
１回日本心身医学 5 学会合同集会，2009 年６月６-
７日，東京都，抄録集，270，2009.

３）�真島一郎，清野　洋，藤村健夫，清水夏恵，斉藤　功，
片桐敦子，吉嶺文俊，長谷川隆志，村松芳幸，下条
文武，田中　裕，新沢秀範，村松公美子：気管支喘
息患者における換気応答試験下の呼吸困難感・・自
律神経機能・心理的因子の関係について，第１回日
本心身医学 5 学会合同集会，2009 年６月６- ７日，

ルディアドコキネシスの測定．新潟歯学会誌，39（1）：
61-3 頁，2009．

40）�島田久寛：食塊の物性と嚥下閾値との関係．学位研
究紹介，新潟歯学会誌　39（2）：93-5 頁，2009．

歯科侵襲管理学分野

【著書】
１）瀬尾憲司：痛みの病態生理学　第 22 回，臨床痛の

要因分析：三叉神経痛領域の病態生理，理学療法
26（10），1252-1262，2009.

２）瀬尾憲司，染矢源治：PGA-collagen tube を用いた
三叉神経損傷の新たな治療戦略，新潟歯学会雑誌
39（1）,55-56，2009.

３）中村達雄，稲田有史，瀬尾憲司，照光　真，茂野啓
示：特別企画　顎顔面領域の神経損傷に対する新た
なアプローチ―PGA-C tube 人工神経管を用いた神
経再生，歯界展望，医歯薬出版（東京都），12；
1167-1187，2009

【論文】
１）�Seo K, Seino H, Yoshikawa H, Petrenko A.B, Baba H,  

Fujiwara N, Someya G, Kawano Y, Maeda T, 
Matsuda M, Kanematsu T, Hirata M,Genetic 
reduct ion o f  GABAA receptor 2 subunit 
expression potentiates the immobilizing action of 
isoflurane, Neurosci Let 472: 1-4, 2009.

２）�Seino H, Seo K, Maeda T, Someya G, Behavioural 
and h is to log ica l  observat ions o f  sensory 
impairment caused by tight ligation of the 
trigeminal nerve in mice, J Neuroscience Methods 
181: 67-72, 2009.

３）�倉田行伸，塚田博子，弦巻　立，瀬尾憲司，田中　裕，
豊里　晃，染矢源治：急劇な心拍上昇から悪性高熱
症を疑い，ダントロレンが奏効したと推測された症
例， 日 本 歯 科 麻 酔 学 会 雑 誌，37（2）：213-214，
2009.

４）�瀬尾憲司：顎顔面領域における神経再生医療，顎顔
面領域における神経腫腫への対応と外科的治療の必
要性，歯界展望，医歯薬出版（東京都），11；894-
903，2009.

５）�瀬尾憲司，藤原直士，Petrenko A，馬場　洋，松
田将門，兼松隆，平田雅人，イソフルランによる疼
痛反射抑制は GABA 受容体γ2 サブユニットを介
さない？神経麻酔・集中治療，2009.

６）�金丸祥平，新美奏恵，小田陽平，小林正治，西山秀
昌，新垣晋，齊藤　力：顎下部に発生した乳幼児線
維腫症の１例，日本口腔腫瘍学会誌，21（4），273-


